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振興会総会は書面議決になりました 

４
月
18
日
佐
倉
河
地
区
セ
ン
タ

ー
で
佐
倉
河
地
区
振
興
会
役
員
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
出
席
人
数
は
24

名
。
令
和
４
年
度
佐
倉
河
地
区
振
興

会
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
３
年
連
続

書
面
議
決
と
な
り
ま
し
た
。 

代
議
員
38
名
中
31
名
か
ら
議
決

書
が
提
出
さ
れ
、
令
和
３
年
度
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
、
令
和
４
年
度

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案
を
含
む

12
の
議
案
が
過
半
数
の
賛
成
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

詳
し
く
は
「
振
興
会
だ
よ
り
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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ご
あ
い
さ
つ 

佐
倉
河
地
区
振
興
会 

会
長 

千 

葉 

正 

文 

役
員
会
の
様
子
。
役
員
会
で
令
和
４
年

度
総
会
は
書
面
議
決
に
な
り
ま
し
た 
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ま
ず
は
参
加
か
ら 

 

 

田
植
え
も
ほ
ぼ
終
わ
り
今
年

も
コ
メ
作
り
が
始
ま
り
ま
し

た
。
佐
倉
河
は
農
村
地
域
で
あ

り
、
自
然
豊
か
な
安
心
・
安
全
で

暮
ら
し
や
す
い
良
い
地
域
で
あ

る
と
実
感
し
ま
す
。 

 

私
が
佐
倉
河
地
区
振
興
会
会

長
に
な
っ
て
か
ら
４
年
目
を
迎

え
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
地
区
セ
ン
タ
ー
で
の
活

動
が
制
限
さ
れ
、
会
議
や
行
事

が
計
画
通
り
行
え
な
い
状
態
で

し
た
。 

 

し
か
し
、
ど
ん
な
状
態
で
あ

っ
て
も
住
民
の
方
々
の
日
々
の

ｓ 

生
活
は
あ
り
、
地
域
を
支
え
る
組

織
・
団
体
等
の
活
動
は
必
要
で
あ

り
ま
す
。 

今
年
度
か
ら
は
振
興
会
の
活

動
、
行
事
等
を
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

よ
う
に
活
発
に
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
は
実
施

す
る
地
域
活
動
に
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
地
区
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
て
活
動
し
て
い
る
ス
ポ

ー
ツ
や
文
化
活
動
の
サ
ー
ク
ル

や
グ
ル
ー
プ
で
も
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
地
区
セ
ン
タ
ー

事
業
に
つ
い
て
も
広
報
「
瑞
穂
」

等
で
事
前
に
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。 

活
動
に
参
加
し
た
こ
と
で
の

楽
し
さ
、
難
し
さ
、
感
動
な
ど

様
々
な
思
い
が
体
験
で
き
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
、
生
き
る
元
気
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 



    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

及川正和さん（十文字行政区） 

各団体の役員改選がありました 

春
の
叙
勲 

旭
日
双
光
章
・
土

地
改
良
事
業
功
労
を
及
川
正
和
さ

ん
（
十
文
字
行
政
区
）
が
受
章
さ

れ
ま
し
た
。 

平
成
７
年
、
胆
沢
平
野
土
地
改

良
区
の
総
代
に
推
薦
さ
れ
た
の
を

転
機
に
理
事
を
経
て
、
総
代
に
就

任
。 「

私
の
原
点
は
地
元
佐
倉
河
で

す
。
佐
倉
河
地
区
役
員
の
方
々
の

推
薦
が
無
け
れ
ば
今
の
私
は
存
在

し
て
い
な
か
っ
た
」
と
深
く
感
謝

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

今
ま
で
の
仕
事
の
中
で
一
番
心

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
胆
沢
ダ
ム

の
完
成
。
農
業
用
水
の
供
給
に
よ

り
胆
沢
平
野
の
水
不
足
の
心
配
を

脱
却
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
「
仕
事
は
組
合
員
の
た

め
に
」
を
信
条
に
農
家
の
生
活
基

盤
を
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

今
後
の
目
標
は
、
「
圃
場
整
備

事
業
を
し
て
基
盤
を
作
り
、
ス
マ

ー
ト
農
業
な
ど
を
活
用
し
て
働
き

や
す
い
農
業
の
形
を
作
っ
て
担
い

手
を
育
て
る
こ
と
」
と
笑
顔
で
話

さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

佐々木徳充さん（佐野行政区） 

昭
和
47
年
に
胆
沢
地
区
消
防
組

合
に
入
り
、
予
防
業
務
や
救
急
救

命
業
務
の
高
度
化
な
ど
に
尽
力
。 

常
に
危
険
と
向
き
合
い
続
け
た

39
年
間
を
「
夜
中
に
緊
急
事
態
と

な
れ
ば
出
動
す
る
こ
と
も
あ
り
、

現
役
を
退
い
た
今
で
も
夜
中
に
物

音
や
サ
イ
レ
ン
で
す
ぐ
に
目
を
覚

ま
す
。
救
急
の
時
に
は
食
事
も
と

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
出
動
の
連

続
。
特
に
春
は
火
災
が
多
く
、
１

日
10
件
も
の
火
災
が
発
生
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
」
と
振
り
返
り
、
「
皆

さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
勤
め
て
こ

ら
れ
た
」
と
感
謝
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
現
場
に
行
か
な
い
と
状

況
が
分
か
ら
ず
、
そ
の
場
で
短
時

間
に
判
断
し
て
対
応
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
厳
し
い
仕
事
の
中

で
、
「
赤
ち
ゃ
ん
を
取
り
上
げ
た
こ

と
が
嬉
し
か
っ
た
」
と
目
を
細
め

て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

佐
倉
河
地
区
で
は
令
和
４
年
度
２
人

の
方
が
旭
日
双
光
章
と
瑞
宝
単
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

春
の
叙
勲 

春
の
危
険
業
務
叙
勲 

瑞
宝
単

光
章
消
防
功
労
を
佐
々
木
徳
充
さ

ん
（
佐
野
行
政
区
）
が
受
章
さ
れ

ま
し
た
。 
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【佐 倉 河 地 区 防 犯 協 会】 

会 長 千葉 正文 八 幡（再任） 

副会長 及川 賢悦 十文字（再任） 

副会長 髙橋 庄壽 栃の木（新任） 

【 交 通 安 全 協 会 佐 倉 河 分 会 】  

分 会 長 伊藤 直衛 佐 野（新任） 

副分会長 千田 正範 栃の木（再任） 

副分会長 小野寺健一 栃の木（新任） 

副分会長 菊地 正悦 仙 人（新任） 

【佐倉河地区子ども会育成会連絡協議会】 

会 長 及川 峻一 八 幡（新任） 

副会長 千田恵利子 谷 地（新任） 

副会長 泉   径 松 堂（新任） 

副会長 菅野 直一 宮 田（再任） 

 長年役員を続けられた方、本当にお疲れさまでした。

今後とも会のためにご指導お願いいたします。新しく役

員になられた方、今後のご活躍をご期待いたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※コロナ感染状況等により、変更・中止の場合もあります。 

  実施については理事会で協議し、決定します。 

  ※鎮守府八幡宮で実施予定の地区民相撲大会は八幡宮の会議 

により決定いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 開 催 種 目 会  場 

６月 12日 第 17回佐倉河地区民サッカー大会 桜づつみグラウンド 

６月 26日 第 28回佐倉河地区民ソフトボール大会 佐倉河小学校 

７月 17日 第 1回佐倉河地区民混合ビーチボール大会（18歳以上） 地区センター 

８月 21日 第 68回佐倉河地区民大運動会 佐倉河小学校 

９月 18日予定 第 46回佐倉河地区民相撲大会 鎮守府八幡宮 

10月 16日 第 1回佐倉河地区民混合ビーチボール大会（40歳以上） 地区センター 

11月 6日 第 51回佐倉河地区一周駅伝競走大会 佐倉河地内 

11月 20日 第 35回佐倉河地区民バドミントン大会 地区センター 

 

佐
倉
河
小
学
校
通
学
路
の 

規
制
時
間
が
変
わ
り
ま
す 

佐倉河小学校 
佐倉河地区センター 

佐倉河幼稚園 
宮田会館 

佐倉河駐在所 

現在の補助標識 
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水
沢
地
方
交
通
安
全
協
会
佐
倉
河
分
会

は
令
和
３
年
度
交
通
安
全
施
設
等
設
置
・

改
善
要
望
と
し
て
面
塚
・
北
宮
田
区
間
の

指
定
方
向
外
進
行
禁
止
規
制
・
補
助
標
識

時
間
表
示
の
改
善
に
つ
い
て
市
へ
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。
提
出
す
る
に
あ
た

り
、
奥
州
市
警
察
署
交
通
課
企
画
係
・
佐

倉
河
小
学
校
・
交
通
安
全
協
会
佐
倉
河
分

会
・
宮
田
区
長
・
宮
田
実
行
組
合
長
等
で

協
議
を
行
い
ま
し
た
。 

現
在
指
定
方
向
外
進
行
禁
止
及
び
補
助

標
識
は
「
軽
自
動
車
を
除
く 

日
曜
・
休

日
を
除
く 

７
時
30
分
～
８
時
30
分
」
の

規
制
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
佐
倉
河
小
学
校

に
毎
朝
通
う
児
童
の
安
全
確
保
が
最
優
先

の
た
め
、
集
団
登
校
時
間
に
合
わ
せ
進
行

禁
止
規
制
時
間
を
７
時
～
８
時
に
変
更
す

る
改
善
要
望
が
受
理
さ
れ
ま
し
た
。 

補
助
標
識
の
変
更
は
令
和
４
年
度
予
算

計
画
で
９
月
ご
ろ
の
予
定
で
す
。 

切
り
替
え
日
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
改

め
て
広
報
瑞
穂
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

※
下
記
の
地
図
の
●
印
12
ケ
所
に
指
定

方
向
外
進
行
禁
止
及
び
補
助
標
識
が
立
て

ら
れ
る
予
定
で
す
。 

 

令 和 ４ 年 度 体 育 協 会 競 技 予 定 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日（曜日） 行  事  内  容 

２日（木） 定例民生児童委員協議会（地区センター）13:30～   

８日（水） 花づくり講習会（地区センター）14：00～ 

15日（水） 瑞穂大学第２講座「健康講座」（地区センター）14：00～ 

16日（木） 館長協議会環境整備（地区センター）９：00～ 

21日（火） 敬老会打ち合わせ会（地区センター）14：00～ 

23日（木） 定例区長会（地区センター）14：00～ 

28日（火） 振興会三役会議（地区センター）14：00～ 

行政区 世帯数 男 女 合計 前月比 

栃の木 94 142 148 290 △3 

上 幅 104 132 132 264 △1 

一本木 148 200 208 408 △1 

八 幡 155 201 201 402 △6 

谷 地 158 202 212 414 1 

佐 野 109 127 159 286 △3 

十文字 154 191 190 381 0 

松 堂 496 547 574 1,121 1 

宮 田 377 498 539 1,037 1 

仙 人 248 260 298 558 0 

合 計 2,043 2,500 2,661 5,161 △11 

岩手県子ども会育成会連合会 

会長表彰受賞おめでとうございます 

佐倉河地区 

寺子屋は中止です 
５月７日佐倉河地区センターで寺子屋

実行委員会を開催しました。 

話し合いの結果、新型コロナ感染症予防

対策のための三密回避が困難なことから、

令和４年度の佐倉河地区寺子屋は中止と

なりました。 

リーダーに申し込んでくれた、お兄さ

ん、お姉さんありがとうございました。 

安心して寺子屋が実施できるようにな

るまで待っていてください。 

佐倉河地区の世帯と人口 （令和４年４月 30日現在） 

編 

集 

後 

記 

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
は
皆
さ
ん
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ

れ
た
で
し
ょ
う
か
？
私
は
義
母
の
納
骨
を
し
ま
し
た
。
我

が
家
の
お
墓
は
秋
田
県
の
鳥
海
山
の
ふ
も
と
に
あ
り
、
雪

が
多
く
お
墓
の
雪
も
や
っ
と
消
え
た
所
。
鳥
海
山
は
万
年

雪
が
あ
り
馬
の
形
に
見
え
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
雪
深
い

所
だ
か
ら
こ
そ
春
が
待
ち
遠
し
く
、
春
の
息
吹
を
感
じ
る

新
緑
を
見
る
と
心
が
ウ
キ
ウ
キ
し
ま
す
。 

義
母
の
口
癖
は
「
せ
た
こ
と
せ
～
（
で
き
る
こ
と
を
楽

し
く
や
り
な
さ
い
）」「
人
の
や
る
こ
と
を
良
く
見
て
勉
強

し
な
さ
い
」
で
し
た
。 

幾
つ
に
な
っ
て
も
前
向
き
に
生
き
て
い
た
こ
と
を
見
習

っ
て
私
も
頑
張
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
佐
藤
） 
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     ４ 

４月 24 日矢巾町公民館で佐倉

河地区子ども会連絡協議会の推

薦で宮田行政区の千葉和也さん

が個人表彰されました。 

千葉さんは、平成 22 年から忙

しい合間を縫って子ども会育成

会の役員等を歴任し、子ども会活

動を支えてこらえた功績が認め

られました。 

現在も、宮田地区子ども会育成

会の事務局を務められています。 

 ６月の行事予定 

 


